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現
在
、
約
８
万
羽
の
鶏
を
飼
育
し
て
い
ま

す
。
飼
育
す
る
上
で
、
最
も
注
意
し
て
い
る

の
は
、
や
は
り
衛
生
面
で
す
。
農
場
で
は
、

防
鳥
ネ
ッ
ト
を
厳
重
に
し
、
消
毒
や
出
入
り

の
際
の
着
替
え
等
を
徹
底
す
る
な
ど
、
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
防
疫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
場
内
の
検
査
も
常
に
実
施
し
て
安

全
・
安
心
な
卵
生
産
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
卵
は
、
何
と
言
っ
て
も
新
鮮
さ
が
一
番
で

す
の
で
、
産
ま
れ
た
卵
は
そ
の
日
の
う
ち
に

全
部
出
荷
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
餌
の
配
合
に
も
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。
い

い
餌
を
食
べ
さ
せ
れ
ば
、
栄
養
豊
富
な
良
い

卵
を
産
ん
で
く
れ
ま
す
。

　
児
湯
養
鶏
の
「
ま
る
ひ
ブ
ラ
ン
ド
」
の
卵

は
、
町
内
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
、
食
べ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

　
新
富
町
は
県
内
で
も
有
数
の
鶏
卵
の
産
地

で
す
。
町
内
の
大
字
日
置
に
あ
る
児
湯
養
鶏

Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
（
鶏
卵
の
選
別
包
装
施
設
）

で
は
、
新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
鶏
卵
を
、
県

内
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
へ
年
間
約
１
４
０

０
０
ト
ン
出
荷
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
ニ
ュ
ー
ス

小型ポンプの部で優勝した第４部

津
波
避
難
訓
練

　
　
〜
地
域
防
災
の
要
と
し
て
〜

　訓練後の講評の様子

　
　

７
月
１６
日
（
土
）
に
東
児
湯
消
防
組
合
で

　

開
催
さ
れ
た
東
児
湯
消
防
操
法
大
会
に
お
い

　

て
、
本
町
の
各
代
表
３
つ
の
部
が
、
日
頃
の

　

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
す
ば
ら
し
い
成
績

　

を
残
し
ま
し
た
。

　

●
大
会
成
績
（
新
富
町
分
）

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部　

　

優
勝　

第
４
部
（
構
成
地
区
・
末
永
、
舟
津
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
今
町
、下
今
町
）

　

積
載
車
操
法
の
部　

　

２
位　

第
３
部（
構
成
地
区
・
成
法
寺
、溜
水
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
田
新
町
、塚
原
、大
和
）

　

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部　

　

３
位　

第
１０
部
（
構
成
地
区
・
八
幡
、
平
田
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
馬
場
、鬼
付
女
）

東
児
湯
消
防
操
法
大
会

新
富
勢
が
大
活
躍
‼

　

９
月
４
日
（
土
）、
町
内
の
低
地
に

あ
る
８
地
区
・
団
地
を
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
、
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
発
生
す
る
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震

や
日
向
灘
沖
地
震
に
お
い
て
、
津
波
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
実
際
に
津

波
が
来
た
こ
と
を
想
定
し
、
避
難
経
路

や
場
所
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
地
区
の
地
元
消
防
団
も
本
番

さ
な
が
ら
に
避
難
誘
導
や
広
報
活
動
等

を
行
い
、
地
域
住
民
の
方
の
防
災
意
識

を
高
め
る
こ
と
に
一
役
買
っ
て
い
ま
し

た
。

同組合のＧＰセンター内の様子。徹底した
衛生管理の下、厳選された卵が出荷される

児湯養鶏農業協同組合の卵。下からネッカ
リッチ卵「まるひ」、「児湯の赤玉」、「米の子」

〜
鶏
卵
〜 ③
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